
 

             

             

                                                     

                                                          

           

   

＜要旨＞ 

 1939 年にテレビが導入された後、EB ホワイトは「現代の試練になるだろう」と発言し

た。私たちに様々な情報を提供し、楽しませ、教えてくれるテレビは間違いなく、私たち

視聴者に多大なる影響を与えている。12 歳未満の子どもたちがテレビを見ている平均時

間は毎週 28 時間以上である。就学前の子どもたちは好奇心が強く、あらゆる物事から影

響を受けやすい時期とされる。加えて、就学前の子どもたちは知らないうちにテレビで聞

いたり見たことを模倣して繰り返す傾向がある。テレビ番組の主な懸念事項の 1 つとし

て、暴力的な描写が挙げられる。暴力的な描写が子どもたちに与える影響を研究している

論文はたくさんある。暴力的な描写が子どもたちの攻撃性を高める、または心理的な影響

に関与するか否かについては、一様に言えないことが判明している。 

 

＜感想＞ 

 私も小さい頃からテレビを見ているため、暴力や卑猥な描写が子どもにもたらす影響

には非常に関心がある。最近のテレビはコンプライアンスがとても厳しいため、そんな

に言わなくてもいいのでは、と思ってしまう。私自身、テレビから何か影響を受けた記

憶はないが、もしかしたら気付かないうちに何かしらの影響を受けていることも十分に

あり得る。私が幼稚園のときを振り返ると、性別問わず戦隊ものなどが人気だった記憶

がある。このことから、現在も同じことがいえると思うが、戦士が悪者を倒す姿がかっ

こいいの象徴になっていると考える。今は、SNS やネット配信などで様々なコンテンツ

を好きなように見れる。これが子どもに与える負の側面を考えがちだが、正の側面もた

くさん存在すると思う。子どもだけでなく、私たち大人も SNS やネット配信に時間や脳

みそを持っていかれすぎないように自分自身を抑制する必要があると考える。 
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